
2022年 新年のご挨拶

病院長 柳 雅彦

みなさま健やかに新春をお迎えのことと、お喜び申し上げます。

当院も開院後5年目を迎え、中越医療圏の中でのバランスをとりつつ、また地域の皆さまの
医療・保健•福祉のためのニー ズを常に考えて参りました。
今後とも、ご理解とご支援を宜しくお願い致します。

一昨年からの新型コロナウイルス感染症の猛威は全世界を駆け巡り、昨年夏の当地域での流行
の時は、皆さまの不安やご苦労もいかばかりであったろうと心を傷めておりました。
しかし、皆さまの手洗いやマスク着用など基本的な感染予防の励行に加え、当地域での90％以上
というワクチン接種率という高い予防意識のお陰でこの流行も一旦落ち着いた感が出てきました。
ただ、ウイルス側も新たな変異株の出現という形で、なかなか終息が見えてきません。
社会活動やイベントにも様々な制限がかかり、開催するにも細心の注意が必要など、今後もコロナ
以前の社会とは変わったものとなっていくでしょう。
その中で人と人の関わりが希薄になっていくことが心配されます。
しかし、私たちは17年前の中越地震や10年前の東日本大震災で「絆の大切さ」を学びました。
この大切な想いを再認識していくことが、アフタ ーコロナの社会を強くしていく大事な意識であろ
うと日頃より思っております。

絆・・連携· •大切なものです。
最後に皆さまのご健康とご健勝を祈念しご挨拶とさせて頂きます。
今年もよろしくお願い致します。




